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　マンモグラフィは乳腺画像診断に有用
なモダリティである1）。現在，多くの臨床
現場で運用されているfull-field�digital�
mammography（2D）は，厚みのある乳房
を圧迫した二次元的な画像であることから，
乳腺などの組織の重なりによる偽陽性や偽
陰性を引き起こすことが課題として挙げら
れていた。この課題を解決するために登場
したのがdigital�breast�tomosynthesis
（DBT）2）である。従来のマンモグラフィ画
像である2DにDBTを併用することで，が
ん検出率が向上するという報告もされてい
る3），4）。さらに，令和6（2024）年度診療報
酬改定により乳房トモシンセシスの診療報
酬加算が発表されたことで，高いがん検出
率に貢献するDBTの普及が期待される。
　当院では，2024年3月よりシリーズ最
新機種である富士フイルム社製「AMULET�
SOPHINITY」（図1）を導入した。本装置
が当院で稼働してから約3か月と日が浅
いが，特に画質と診断能の向上を実感し
ている。今回は，当院におけるAMULET�
SOPHINITYの使用経験や，診断の実際
について紹介する。

当院での導入目的

　当院では，2010年から富士フイルム
社のデジタルマンモグラフィシステムで
ある「AMULET」の初代機種を使用し
ていた。しかし，AMULETは2Dのみ
に対応する装置であったため，高濃度乳
房（デンスブレスト）などに対して有効で

ある DBT を運用できない点が課題で
あった。そこで新しい装置の選定では，

「高画質」かつ「低線量」でDBTが運用
できることを特に重視し，AMULET 
SOPHINITYを導入することとなった。

AMULET�SOPHINITYに
おけるDBTの技術的特徴

　AMULET SOPHINITYには，富士
フイルム社が開発したHexagonal Close 
Pattern（HCP）構造のTFTパネルを採
用したa-Se直接変換型フラットパネル
ディテクタ（FPD）が搭載されている。
さらに，被ばく線量の低減と画質向上
を両立するために，マンモグラフィ用の
画像処理技術である「Excellent-m」が
搭載されている。Excellent-mには，そ
れぞれの濃度を一定にすることで，乳房
の大きさや乳腺領域によらずにコントラ
ストを高めることができる「Dynamic 
VisualizationⅡ」や，線質補正を行う

「Image-based Spectrum Conversion
（ISC）」，信号強調とノイズ抑制を同時
に行う微 細 構 造 鮮明化 処 理「F i n e 
Structure Control（FSC）」が含まれる。
これらを組み合わせることで，直接変換
方式FPD最小画素サイズ50μmの高精
細な画像を取得することができる。また，
DBTに「Iterative Super-Resolution 
reconstruction（ISR）」を適用すること
で，アーチファクトの低減，ノイズ抑制，
鮮鋭度の向上といった効果を低線量で

実現している。ISRは富士フイルム社独
自の計算アルゴリズムとソフトウエアの
最適化によって実用可能な処理速度に
なっているため，コンソール内で再構成
されたDBTを確認しながら検査を進め
ることが可能である。
　そして，DBTの機能として特徴的な
のが，短い撮影時間で線量を抑えた
Standard mode（STモード）と，より高
い深さ分解能を有するHigh Resolution 
mode（HR モード）の「Dual モード機
能」である。STモードは振り角が15°と
小さく，画像の読み出しを速くすること
で高速撮影（約5秒）を実現したモード
である。被写界深度が深いため，シネ表
示で効率的に断層像を確認することが
可能であり，検診やスクリーニング，
フォローアップなどに適している。一方
で，HRモードは振り角が40°と大きく，
深さ方向の分解能を向上したモードであ
る。注目したい部分にフォーカスを合わ
せることができるため，腫瘤や石灰化の
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図1　�AMULET�
SOPHINITY
の外観

5． 富士フイルム社製
「AMULET SOPHINITY」による
トモシンセシスの使用経験
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トモシンセシスの技術と臨床を理解するⅡ




